
　

　　　　 株式会社　　近藤工務店

　　　  現場代理人　　　中島　　和也

　　12月12日(土)に木沢八幡神社、13日に和田諏訪神社、霜月祭りの紹介をします。

南信濃村には、湯立神楽を行っている神社が九社あり、そのうち旧木沢地区に六社があり、三社が和田を

中心としています。　　和田と木沢の違いは木沢方面の祭りは各集落毎に行われまつりの後半には、各神社

に保存されている面（オモテ）が登場し、和田の面形の舞では四面（よおもて）がなく、水の王が最初に登場し、

最後に猿が登場し、一気に盛り上がります。

　木沢では面の中で、人気があるのが、四人の若者たちが荒れ狂う四面という面です。この四面は和田方面の祭りには登場せ

ず、木沢を中心とする祭りの特色となっていて、それぞれの違いがあり面白いと思います。　

今年は例年と比べ気温が高く観客も多く、皆熱いお湯をあび厄を払い新しい新年に向かって行く活力を養われたと思います。

木沢　八幡神社 和田諏訪神社　

　木沢正八幡神社の湯飾りと釜の配置 和田諏訪神社の湯飾りと釜の配置

　     師走の遠山郷も寒気いよいよ厳しく、日だまりの暖かさがひときわうれしく感じられる時期となってきました。　　

    今月のカモシカ通信は、平成27年度　天竜川水系遠山川砂防工事の施工状況の説明と、12月12日、13日行

   われました 霜月祭り「木沢八幡神社、和田諏訪神社」について紹介します。

　　　　　　　　　　施工後

「平成27年度　天竜川水系遠山川砂防管内整備工事」

　　　　　施工前

　　　　　　　　　　　　霜月祭りが行われました

本工事の施工状況について説明します。

遠山川砂防出張所管内の土捨て場整備の一環として南信濃八重河内

地先及び木沢地先（木沢小学校駐車場）を整備しました。

八重河内地先の植生工は、法面の植生を促すとともに降雨等によって

浸食されにくくするために施工しております。

また、八重河内川へのアプローチ（階段）も併せて整備しています。

木沢地先は、木沢小学校駐車場乗入部の段差解消と駐車スペースの

確保、雨天のぬかるみ防止に資するものと思います。

このあと、八重河内地先では、堰堤工事の業者が埋め戻しを行い

今年度内に整地予定です。

各地先毎の概要は下記のとおりです。

１．八重河内

・法面筋工（丸太３段積） 施工延長 ５３０ｍ

・植生工（麻芝） 2,400ｍ2

２．木沢

・土工（敷き均し） ５２ｍ3

・石積工 施工延長 ２０ｍ


